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未来は唯一創造性のもとにある。 

 

企業においてこの理解は、企業経営の転換を与えるものである。市場における需要はその

変化において未来において完全に異なるためである。 

 

これは自由経済システムにおける現実であり、企業が企業努力を求めれる原因である。 

 

今日ベンチャー企業における新しい技術、システムにおける興隆は、グローバリゼーショ

ンとともに社会のトップトレンドを形成するものである。 

 

これは変化という時代において、新しいエリートたちの知性は、未来を創造しているので

ある。 

 

これら既存手工業社会の崩壊は、すべての産業において新しい知的産業への転換を今日要

求し、それらがビジネスシステムとともに高い利益性において自己を行っているのである。 

 

また生産性と効率性の向上は、今後富の集約を与え、それらが新たな資本基準における社

会の枠組みの転換を与えることは存在すると考える。 

 

これらは自由経済システムにおける経済の転換は、生産性の向上と新しいエリートたちが、

富という基準においてそのビジネスを模索することで、資本の集約という現実が新しい豊

かさを生み、それが社会の羨望において時代をけん引するのである。 

 

これらが今日のハイパーインフレーションにおける一つの真実であることは否定できない。 

 

また金融というライフラインは、富の創造を粟手に行うのである。しかし富はその搾取に

おいて、可能なのである。 

 

これらは健全な正しい経済死して無形性への考察として提案したい。しかしビジネスは、

これら経済システムとともに存在するのである。 

 


